
 

 

     今週のプログラム 

（２０１８年３月２９日 第９２１回例会） 

        

    「出 雲 大 社 の 縁 結 び」      

 

    担当： 渡邊 了允 会員 

 

      次週のプログラム 

（２０１８年４月７・８日 第９２２回例会） 

  

「出 雲 大 社 特 別 例 会」 

 

担当： 渡邊  了允 職業奉仕委員長 

山下 聰一郎 親睦委員長 

 

               ＜会長の時間＞                   水本 徹会長 

 

日本におけるボランティア元年は 1995年（平成 7年）という方がおられます。 

その年は、皆様もご承知の通りあの恐ろしくも痛ましい、「阪神淡路大震災」の 

起こった年です。あの日を機に、全国より被災地に対する援助の手が差し伸べられ、また

多くの人々が現地に駆けつけ、現在も奉仕活動を続けている方もおられます。そして、そ

の後に起こった災害へは、いち早く救済の為に身を呈し多くの方が奉仕活動をなさってき

ました。 

ただ、ボランティアという奉仕活動が国外からもたらされて、日本に定着した活動のよう

に考えられている事に異議を唱えられている方もおられます。 

キリスト教圏において、ボランティアやホスピスなどの救済や医療活動が確立したのは、

1800 年代後半から 20世紀初頭のことで、開教後かなり後で歴史的にはそんなに古いこと

ではなく、「愛」の行為には奉仕という意味合いもありますが 

その行為が奉仕者に撥ね返って、奉仕者自身を向上させ、神格への手立ての証しと考えら

れるようになったのは、さらにずっと後のようです。 

一方、仏教では「慈悲」の中には、まず奉仕があり、その対象者の「おかげ」で仏に至る、

菩薩の道（成仏）が拓けるのです。 

即ち、「慈悲」は、させて頂くという、見返りを考えない「ボランティア」なのです。  

「おかげさま」を日常とする日本は、ずっと昔から「ボランティア」の国なのです。 

 

２０１８年３月２９日発行 会報第９２１号 

第９２０回例会 （２０１８年３月２２日）の記録 



＜お客様＞   

 なし     

 

     同 副代表幹事 小高得央様     同 ＩＭ第 2組ガバナー補佐 近藤眞道様 

 

＜出席報告＞     岸上 和典 出席担当 

 

会員数（内出席免除会員 1名）     20 名 

本日の出席者数（内免除会員 1名）   17 名 

              （内名誉会員 0名）     

本日の出席率              85.00％   

前々回（3月 8日）       定款休会        

＜ロータリーソング＞       全会員 

  ♪それでこそロータリー♪ 

 

＜ピアノ演奏＞     近藤 美里さん 

 1 早春賦 

 2 春の歌 メンデルスゾーン 

3 春待草 

＜幹事報告＞                             山本 友亮幹事            

 

１．高槻東ロータリークラブより創立 45周年記念式典「記念フォーラム」のパンフレット

に誤りがあり、再送されましたので、全会員メールボックスに配布いたしました。 

 

２．米山館報が届きましたので回覧いたします。 

 

３．当 RC担当の宴会サービス杉本さんが、本日例会を最後に、職場を変わられます。 

  いろいろお世話になり、ありがとうございました。 

＜次年度幹事報告＞                       水島 洋 次年度幹事 

 

１． 本日例会終了後の次年度理事会は、来週例会終了後に変更いたします。 

 

＜委員会報告＞                    

   ・職業奉仕委員会                       渡邊 了允委員長 

出雲大社特別例会の旅行金額が本日出ましたので、皆様にご案内いたします。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜卓 話＞              伏見稲荷大社          木下 𠮷宏会員 

 

ふと気が付いてみると、50 年以上、毎年伏見稲荷大社に参拝していることに、気づきました。 

いつも足早に、ご祈祷を本殿で受け、稲荷山の一の峰にある末鷹大神に参拝に行きます。 

稲荷山は、いわゆる東山三十六峰の最南端に位置する霊峰（233ｍ）で古くから三ケ峰とよばれて

きたように、三つの峰が西から東へとだんだん高く連なっています。山麓の本社に近い峰から 

三ノ峰、二ノ峰、一ノ峰と称し、三ノ峰と二ノ峰の中程に間の峰、そして三ノ峰の北方に荒神ケ

峰が連なっています。山中には、おびただしいお塚が群在し参道には数千もの鳥居が並んでいま

す。稲荷山に登り、これらの神蹟やお塚を巡拝することを「お山する」といわれています。 

私は普段は景色も何も見ないでお山に登りますが、今年は時間もあったので、カメラを持ち写

真を撮りながら、昔見ていた景色を思い浮かべながら、稲荷山に登ってきました。感じたことは、

少し木が少なくなり、枯れた木が多いように思えました。いつもは見ないお塚を見てみると、薬

の大神やその他いろいろな大神があることに気づき、あらためて感動しました。ぜひ皆様も一度

稲荷山に行ってみてはいかがでしょうか。 

   

   

   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜編集後記・追加情報・ チョット一言・ライブラリー・etc＞ 

  

 

 

 

  【文責：木下 𠮷宏】  

＜SAA報告＞                            岸上 和典 SAA 

 

※スマイルボックス 

西本(明) 会員     少し寒いです 

松田会員・山下会員 コメントなし 

※ロータリー財団 

水本会長      今週から雉も鳴き始めました 

柳原会員      出雲大社たのしみです。 

藤田会員      花粉症まだまだ続きます‼  

木下(健)  会員    今日も寒いですね 

松田会員・高尾会員 コメントなし 

※米山記念奨学会 

藤田会員      今週末から暖かくなるそうです‼ 

柳原会員      確定申告ようやく終わりました。 

木下(健) 会員     木下𠮷宏会員、卓話楽しみです。 

渡邊会員・高尾会員・黒川会員・山本(雅) 会員  コメントなし 

山下会員・木下(𠮷) 会員・西本(明) 会員     コメントなし 

※ラオス基金 

相原会員      明日は津軽三味線の演奏会です。 

柳原会員      久しぶりの釣りは、ダメでした。小さいガシラばかりでした。 

山下会員      コメントなし 

※メイプル基金 

水島会員      木下𠮷宏会員、卓話よろしく。 

黒川会員      花粉症少し治まってきた。 

高尾会員      木下𠮷宏会員、卓話よろしく。 

藤田会員      木下𠮷宏会員、卓話宜しく。 

西本(明) 会員    春のあらしのようです。 

山下会員・山本(友)・渡邊会員 コメントなし 


